【セット品 （ SH 4902 / SH 490 3) 】のみで使用する場合 


住宅用乂災警報器（ワイヤレス連動親器•連動子器)用確認方法 


簡単ガイド 


♦ご使用の前に、下記の手順で電池の挿入や確認を巧つてください。 

なお、セット品なかの子巧を追加ずる場合は、裏面を参照して < ださい。 


お認方ま 


A 4 事前確認 

Ml 規器とモ器の違いを確認する。 


本体表面に電波確認ボタンびあるほラび親器です。 

また、本体裏面では親器とテ器でボタンの名称び異なります。 


• SH 4 g 02 のセット内容 がり4903のセット内容 

4410 (1 台） l ^ SH 4410 (1 台) 



取付べースをはずした図 
(はずし方は手順02を参照) 



電池の挿入 

1/^本な:を取付べースか6取りはずして、規おとすベての 
モ器に専用リチウム電池を入れる。 



取付べースを本がに 
巧し付けなび百回す。 


リード線:赤 (+) 



電池 

コネクタ 
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動作確認 

規器とモ器を並べて、の r 警浦停止ボタン J を 
巧す（約1砂巧）。 


テスト後、異常びなければ r ピッ、正常でず。」と1分間鳴り続けます。いずれかの「警報 
停止ボタン」を押すと、メッセージび止まります。 



「ピッ、正甫でず。」 W 外のメッセージび鳴った場合は、家電商品や 0 A 機器などノイズの原因 
となる機器か S 遠ざけて再度確認してください。それでち解消'しない場合は、親器で登録を 
き消ちしたを、使用するモ器のみ再登録してください （ 「登録を消ちするには J 参照）。 



M 電波確認 

視おとモ器をそれぞれ設置する場巧の真下（巧）に置を、 
国 の r 電液確認ボタン J を}甲す。 



電波お認中 

I 親器から r ピツ、テスト中です。」と 
A 数回鳴り、作動な(赤）び点滅しまず。 

正常に受信でをた場合 

親器とずべてのテ器から r ピツ、電波チエツ 
ク正常です。」と鳴ります。 


電波が届かない場合 

約30砂をに再度電波お認 
ボタンを押してください。 
それでを届かない場合は、 

親器と子器の配置を変えて 
再度電波 ffi 認を行って < ださい。 


ピッピッ、 
電波が受信 
でさません 
(または無音） 


ピツ、 

電液チェック 
正常でず 




く注}親器がすべての子器の中央になるよう配置すると電波が届きやすくなります。 




居器 I 




[モ词 



:•注’；♦この時点ですベてのモ器に電ミ也を入れておくと、な降の登録作業がスムーズに 
- 巧ミホす。 




ろを ' iza のホ装フィルムははびさないでください。 


お狩んくースをはずしたまま次の手順に進んでください。 


この商品は生産終了につき 
製造ずることびでさません 


取り付け 

視器と子器を巧り付ける。 

詳し < は、施工説明書の手順日 L 八降を参照してください。 


•子器が不要になつた場合は、親器で登録をを消去したを、 

巧用ずる子器のみ再登録してください （ r 登録を消去ずるには J 参照)。 

定期的に親器と子器間で電波確認を巧っているため、モ器の電池を振くなどの処置をすると 
電波異常警報が発生します。 



使用していない子器がある場合や、故障などで親器や子器を交換する場合は、下記の手順で必ず 
登録を全消去してください。消去した後は、使用ずるテ器を再登録してください。 


なお、子器を個別に消去することはできません。 


.•基.♦登録を消去しないと、親器から「ピッピッ、電波が届さません。」と鳴ります。 
♦登録し直さないと、子器から「ピッピッ、電波が受信できません。」と鳴ります。 
♦電池を換 してち、 登録內容は 消えません。 

消去モードへの切替 
屈民1の r モード切替ボタン J を2回押ず。 

親器から r ボン、消去モードです。」と鳴り、作動む（ホ）び 
早 < 点滅します。 


i . 嫌 T 活が3 
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登録消去 • 
ボタン 


モード切替 • 
ボタン 


♦ 巧ード切替ボタン」を1回巧した際、タイミングによって「ポン、登録モード 
です」と鳴る場合がありますび、続けてもう1回巧してください。 

参消去モードに切り替えてか510秒 L ソ上経つと、動作モードに戻って消去でき 巧の細いもの- 

なくなりまず。 その場合は、 手順 01 から やり直してください。 (ボールペンなど)、 
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【セット品 （ SH 4902 / SH 490 3) 】に子器 ( SH 4420- SH 4620) を追加する場合 


住宅用乂災警報器（ワイヤレス連動親器•連動子器)用登録方法 


簡単ガイド 


♦セット品にモ器を追加ずる場合は、ご使用の前に、下記の手順で 
追加ずる子巧 （ SH 442 Q • SH 4620) を規巧に登録ずるが要び 
あ D まず。 

なお、セット品のみで使用ずる場合は、表面を参照してください。 


登録方ま 


事前確認 

U I 規器とモ器の違いをお認する。 


本体表面に電波確認ボタンびあるほラび親器です。 

また、本体裏面では親器と子器でボタンの名称び異なります。 


親器 


品ま SH 4410 


[子器 I 品番 SH 4420 • SH 4620 



(はずしちは手順02を参照) 



m 


_ 電池の挿入 _ 

本な:を取付べースか6取りはずして、規おとすベての 
モ器に専用リチウム電池を入れる。_ 



取付べースを本化に 
押しけけなび百回す。 


リード線:赤 (+) 



電池 

コネクタ 



:•注•この特点ですベての子器に電池を入れておくと、 W 降の登録作業がスムーズに行えます。 
‘（セット品に同徊されている子器にち電池を入れてください。） 

•専用リチウム電池の外装フィルムははがさないでください。 


取付べースをはずしたまま巧の手順に進んでくださし、。 
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登録モードへの切替 


I の巧ード切替ボタン J を1回}甲す（約 0. 已砂即 

き録トドになります. 




作動な（ホ)点滅 


> r モード切替ボタン」を押すたびに、切下のようにモードが切り替わります。 
户勁作モ — r —r 肖 — r-n 


•登録モードに切り替えてから手順04を巧わない状態で]分 LU 上経つと、親器が動作 
モードに戻って登録できなくなります。その場合は、手順03からやり直してください。 
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追加子器の登録 

追加する屋養] ( SH 4420 • SH 4 巨 20) の 
r 登録送信ボタン J を r ピッ J 音び鳴るまで}甲し続ける 
(4 秒な上）。 


複数台追加ずる場合は、手順04を繰り返してください。 


fe も閱|;|> 



.•を V •セット品のモ器は登録する必要はありません。 

’一’♦親器とモ器は已 OcmU 上離して登録してくださし、。 




_ 登録モードの終了 

fjjmo 巧ード切替ボタン J を2回}甲す。 


登録モードび終了し、動作モードに戻ります。 




作動な消打 


.•を•本操作を行わなくても、1分な上放置すると自動的に動作モードに戻ります。 

巧ード切曾ボタン」を1回巧した際、タイミングによって r ポン、消去モードです。」 
と鳴る場合がありますが、続けてちう1回巧してください。 



動作確認 


規器とモ器を並べて、 FI 同の r 警ま目信止ボタン J を 
巧す（約1砂即。 

テスト後、異常びなければ r ピッ、正常です。」と1分間鳴り続けます。いずれかの「警報 
停止ボタン」を押すと、メッセージび止まります。 




「ピッ、正甫でず。」 W かのメッセージび鳴った場合は、家電商品や 0 A 機器などノイズの原因 
となる機器か S 遠ざけて再度確認してください。それでちお消'しない場合は、親器で登録を 
全消ちしたを、使用するモ器①み再登録してください（表面「登録を消ちするには J 参照）。 


_ 電波確認 _ 

fWi 規器とモ器をそれぞれ設置する場巧の真下（巧）に置を、 


国 の r 電液確認ボタン J を}甲す。 

電波巧認中 


電波確認ボタン 



※電波確認ボタンは 
親器のみでず。 


電液び届かない場合 


I 親器から r ピッ、テスト中です。」と 
4数回鳴り、作動灯（ホ）び点滅します。 

正常に畳信でまた場合 

親器とすべての子器から r ピッ、電波チェッ 
ク正常です。」と鳴りまず。 



ピッ' 

電波 チ王ツク 
正常でず 


約3□秒後に再度電波 
お認ボタンを押してく 
ださい。それでち届か 
ない場合は、親器とテ 
器の配置を変えて再 
度電波 ffi 認を行って< 
ださい。 


0ち；親器がすべてのモ器の中巧になるよラ配置すると電波が届をやすくなります。 


取り付け 

I / O 規器とモ器を取り付ける。 

詳しくは、施工説明書の手順9し U 降を参照してください。 

♦登録したモ器び不要になつた場合は、視器で登録をを消去したを、使用 
するモ器のみ再登録してください（表面 r 登録を消まするには J 参照）。 

定期的に親器とモ器間で電波確認を行ってし巧ため、モ器の電ミ也を巧くなどの処置をすると 
電波異常警報が発生します。 













































































































































































































































































































